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クの《ピアノ組曲 6 Suite für Klavier》op.25全曲を教材として用い、学習法を提示している。 
 この論文の中核をなす教案部分については、全６曲とも同じ音列が用いられているにもかかわらず、
構造や解釈、表現がそれぞれの曲で異なる点が十分考慮され、基礎的な音程練習、リズム練習と共に、
応用課題が設定されている。とりわけ斬新なのは、予習及び復習課題を設定し授業の効率化を図ったこ
とと、楽曲解釈および音楽表現とそのために必要な分析を含めた学習にまで言及していることであり、
この教案の部分だけでも労作と言える。審査会では先生方の所見に見られるような問題点が指摘された。
しかしながら、上述したように無調の作品に対するソルフェージュ学習法の提示、及びその教育上の意
義、役割を明らかにした点を評価し、審査会では合格との結論に至った。 
 
 
